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き
ぬ
こ
か
い
新
聞

伐
採
木
で
階
段
設
置
！
不
要
な
樹
木
を

再
利
用

 
下
館
河
川
事
務
所
で
は

、
毎
年

、
梅

雨
や
台
風
な
ど
に
よ
り
災
害
の
発
生
の

心
配
が
あ
る
出
水
期

(

六
月
～
十
月

)

を
前
に

、
河
川
に
設
置
し
て
あ
る
許
可

工
作
物
の
検
査

(

履
行
検
査

)

を
行

っ

て
い
ま
す

。

　
許
可
工
作
物
と
は

、
河
川
区
域
内
に

地
方
自
治
体
等
が
設
置
及
び
管
理
し
て

い
る
施
設
の
こ
と
で
す

。

(

例
え
ば

橋
･
樋
管
･
運
動
場
等
が
あ
り
ま

す

。

）

 
毎
年

、
出
水
期
前
の
こ
の
時
期
に

、

許
可
工
作
物
が
安
全
か
つ

、
適
切
に
管

理
さ
れ
て
い
る
か
を

、
許
可
工
作
物
の

管
理
者
の
立
ち
会
い
の
も
と

、
下
館
河

川
事
務
所
の
職
員
が
確
認
し
て
い
ま

す

。

　
五
月
一
八
日
に
は

、
鬼
怒
川
の
下
流

付
近
に
お
い
て

、
履
行
検
査
が
行
わ
れ

ま
し
た

。
こ
の
地
域
に
は

、
畑
な
ど
に

水
を
引
く
た
め
の
揚
水
機
場
や

、
地
域

住
民
の
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の
浄

水
場
の
取
水
口
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

　
検
査
に
あ
た

っ
た
職
員
は

、
、
施
設

が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る

か
を
検
査
し
ま
し
た

。

 
指
摘
事
項
が

あ

っ
た
許
可
工

作
物
に
つ
い
て

は

、
早
急
な
改

善
を
指
導
し
ま

し
た

。
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下
館
河
川
事
務
所
で
は

、
五
月

一
三
日

、
取
手
市
か
ら
の
要
請
及
河

川
利
用
者
の
利
便
性
も
配
慮
し

、
事

務
所
職
員

(

一
四
名

)

の
研
修
の
一

環
と
し
て

、
取
手
市
宮
和
田
地
先
の

小
貝
川
右
岸
堤
防
に

、
河
川
の
伐
採

木
を
活
用
し
階
段
を
設
置
し
ま
し

た
｡

　
階
段
の
材
料
に
は

、
河
川
管
理

上

、
支
障
と
な
る
樹
木
を
伐
採
し
た

も
の
を
再
利
用
し
ま
し
た

。

 
鬼
怒
川
や
小
貝
川
に
お
い
て
は

、

河
川
の
中
に

、
多
く
の
樹
木
が
繁
茂

し
て
い
ま
す
が

、
洪
水
時
に

、
水
の

流
れ
の
さ
ま
た
げ
に
な

っ
た
り

、
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
の
温
床
と
な

っ
た
り

す
る
た
め

、
自
然
環
境
に
も
配
慮
し

な
が
ら

、
計
画
的
に
伐
採
を
し
て
い

ま
す

。

 
作
業
に
あ
た

っ
た
職
員
は

、
慣
れ

な
い
作
業
に

、
最
初
は
手
間
取
り
ま

し
た
が

、
な
ん
と
か
無
事
に

、
階
段

の
設
置
を
完
了
し
ま
し
た

。

　
今
後
は

、
多
く
の
市
民
の
方
々
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す

。出
水
期
に
向
け
て

履
行
検
査
実
施
中
！

 
五
月
十
四
日
～

五
月
二
十
二
日

第
五
十
八
回
利
根
川
水
系
連
合
水
防
演
習
　
開
催
！

～
二
０
０
九
年
は
　
渡
良
瀬
川
河
川
敷
（
佐
野
市
）
に
お
い
て

 
五
月
一
六
日

、
第
五
十
八
回
利
根
川

水
系
連
合
水
防
演
習
が
渡
良
瀬
川
河
川

敷

（
佐
野
市

）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た

。

　
こ
の
演
習
は

、
昭
和
二
十
二
年
の
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
未
曾
有
の
被
害

を
教
訓
と
し
て

、
毎
年

、
利
根
川
及
び

そ
の
支
川
の
い
ず
れ
か
で
開
催
さ
れ
て

お
り

、
今
年
は

、
渡
良
瀬
川
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
本
演
習
は

、
出
水
期
を
前
に
水
防
技

術
の
向
上
や

、
住
民
の
水
防
に
対
す
る

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に

、

国
土
交
通
省
を
始
め

、
利
根
川
水
系
の

一
都
六
県
並
び
に
開
催
市
町
村
の
主
催

に
よ
り

、
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

　
堤
防
の
被
災
に
対
応
す
る
水
防
工
法

の
実
働
訓
練
や

、
河
川
の
巡
視
・
情
報

収
集
訓
練

、
ま
た

、
地
元
住
民
が
参
加

し
て
の
土
の
う
作
り
な
ど

、
実
戦
さ
な

が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
ま
た

、
救
出
・
救
護
訓
練
に
お
い
て

は

、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使

っ
た
迫
力
の

あ
る
救
出
場
面
に

、
一
般
の
見
学
者
の

方
々
の
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た

。

　

施
工
前

完
 

成

鬼
怒
川
・
小
貝
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
開
催

 
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
日

｢

鬼
怒
川
･
小

貝
川
流
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

｣

を
開
催
し
ま

し
た

。

 
当
会
議
は

、
鬼
怒
川
及
び
小
貝
川
の
二
十
四

流
域
市
町
･
栃
木
県
･
茨
城
県
･
国
土
交
通
省

で
組
織

、
鬼
怒
川
及
び
小
貝
川
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し

、
河
川
空
間
の
適
正
な
保
全
と
利
用

を
図
る
と
共
に

、
両
川
を
介
し
た
地
域
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
流
域
の
好
ま
し
い

地
域
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す

。

 
会
議
の
中
で
は

、
一
般
の
方
々
に
親
し
み
や

す
い
名
前
と
の
観
点
か
ら

｢

サ
ミ

ッ
ト
会
議

｣

か
ら

｢

流
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

｣

へ
と
名
称

変
更
す
る
と
共
に

、
今
後
の
会
議
の
運
営
方
法

や
今
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し

た

。
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